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「ＨＰ掲載文」 

 

平成 15 年 9 月 1 日から平成 28 年 3 月 28 日の間に川崎医科大学附属病院(または附属川崎

病院)で皮膚悪性腫瘍（メラノーマ、基底細胞癌、有棘細胞癌、日光角化症、ボーエン病、

乳房外パジェット病、メルケル細胞癌、隆起性皮膚線維肉腫）、尋常性乾癬、アトピー性皮

膚炎、 

尋常性疣贅、脂漏性角化症、と診断された患者さんへのお知らせ 

 

課題名： 抗アポトーシス蛋白MCL1の皮膚疾患における発現解析    

 当教室では、川崎医科大学・同附属病院倫理委員会の承認を得て、平成 15 年 9 月 1 日から平成

28 年 3 月 28 日の間に、附属病院または附属川崎病院において皮膚悪性腫瘍（メラノーマ、基底細

胞癌、有棘細胞癌、日光角化症、ボーエン病、乳房外パジェット病、メルケル細胞癌、隆起性皮膚

線維肉腫）、尋常性乾癬、アトピー性皮膚炎、尋常性疣贅、脂漏性角化症、と診断された患者さんに

ついて、その病理組織検体を用いて抗アポトーシス蛋白MCL1の表皮内発現を検討するための後方

視的調査研究を実施します。 

 

 研究期間は、倫理委員会承認日から２年間の予定です。 

 

 治療介入を伴わない既存試料のみを用いた後方視的研究であるため、新たに人体試料は採取しま

せん。個人が直接同定されうる情報は収集いたしません。 

なお、今回の研究データを将来の研究のために用いる可能性があります。その際には研究課題に

ついて倫理委員会の審査を再度受け承認を得て実施いたします。 

  

研究をするために必要な資金をスポンサー（製薬会社等）から提供してもらうことにより、その

結果の判断に利害が発生し、結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反状態といいます。 

この研究は主任研究者の教員研究費、もしくは教室費を用いて行う研究です。当教室は、田辺三

菱製薬（株）、鳥居薬品（株）、マルホ（株）より奨学寄附金の受け入れがありますが、利益相反

委員会に申告を行い、適正に管理されています。なお３社とも本研究とは直接関係のない企業です。 

 

研究に関してご質問のある方や研究への参加を希望されない方は、下記までご一報下さいますよ

うお願い致します。 

 

【問い合わせ先】 

  担当者：所属 皮膚科学   職名 講師  氏名 牧野英一 

TEL：086－225－2111（内線 8073） 

FAX：086－232－8343 

E-mail：e.makino@med.kawasaki-m.ac.jp 


